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 本書の位置付け 

「旧宮内職員寮活用事業 優先交渉権者決定基準書」（以下「本書」という。）は、川崎市

（以下「市」という。）が旧宮内職員寮活用事業（以下「本事業」という。）を実施する民間

事業者（以下「事業実施者」という。）を選定するにあたり、本事業に応募した民間事業者

（以下「応募者」という。）のうち、最も優れた応募者を選定するための方法及び基準等を

示したものであり、募集要項と一体のものとします。 
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Ⅰ 審査方法 

 事業実施者には、民間事業者の資金及びノウハウを活用した実現性の高い提案が求めら

れるため、公募型プロポーザル方式を採用し、本事業の総合計画、施設の設計・整備、維持

管理及び運営等に関する提案内容と建物の貸付料（以下「貸付料」という。）の提案価格を

総合的に評価します。 
 

１ 審査のフロー 

審査は、参加資格の有無等を判断する「資格審査」、提案内容を評価する「提案審査」

により実施します。「提案審査」の前段で、提案内容が要求水準書等に示す内容を満たし

ているかを確認する「基礎審査（書類審査）」を行い、「基礎審査（書類審査）」の結果、

適格の場合は、提案内容の水準と提案価格を評価する「一次審査」、「二次審査」を行い、

点数を付与するものとします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



4 
 

２ 審査体制 

優先交渉権者の決定にあたり、公平性、透明性及び客観性を確保するため、川崎市の附

属機関である「財政局民間活用事業者選定評価委員会」（以下「選定評価委員会」という。）

が審査を行います。選定評価委員会は、応募者から提出された書類について、本書に従っ

て提案審査を行います。 
選定評価委員会の委員は次のとおりです。（敬称略・五十音順） 

 所属／役職 氏名 

１ 文教大学経営学部経営学科／教授 石田 晴美 

２ アンダーソン・毛利・友常法律事務所 伊藤 麻里 

３ 東京都市大学都市生活学部都市生活学科／准教授 中島 伸 

４ 東洋大学大学院経済学研究科公民連携専攻／教授 中村 郁博 

５ 法政大学法学部政治学科／教授 名和田 是彦 

 

３ 参加資格確認審査 

市は、参加表明書類から、募集要項に示した資格要件、構成員の制限等に基づき確認し

ます。 
参加資格確認審査の結果は、参加表明書類の提出を行った者（グループの場合は代表企

業）に対して書面により通知します。参加資格確認審査の結果、参加資格を有すると認め

られる応募者は、企画提案書類を提出することになります。 
 

４ 基礎審査 

市は、企画提案書類の内容が、募集要項に示した条件及び要求水準を充足しているかど

うかについて確認します。その結果、条件等を充足していない場合は、失格とします。要

求水準への適合確認は、応募者から提出された企画提案書類の各様式に記載された内容

が、要求水準書に示す要件を満たしているかどうかを確認します。なお、市は、提出され

た企画提案書類を確認したうえで必要があると判断した場合は、応募者に文書で質問し、

回答を求めることがあります。 
貸付料の審査は、募集要項において市が設定する貸付料に関する条件に対して、応募者

の提案がその条件を満たしているかどうかを確認します。 
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５ 提案審査 

５－（１）提案内容審査 

 選定評価委員会は、企画提案書類に記載された提案内容について、評価を行います。 
評価にあたっては、企画提案書類による書面審査（一次審査）のほか、応募者による

プレゼンテーション及びこれに対する質疑応答を行うヒアリング審査（二次審査）を実

施します。 
 

５－（２）提案価格審査 

 市は、あらかじめ定めた算定式によって貸付料の審査を行います。その結果を選定評

価委員会が承認します。 
 

６ 最優秀提案の選定 

選定評価委員会は、提案内容審査結果と提案価格審査結果を総合的に評価し、最優秀提

案を選定します。 
なお、いずれの応募者も提案内容審査における得点（８００点満点）が２００点未満で

あった場合は、最優秀提案を選定しないこととします。 
 

７ 優先交渉権者の決定 

 市は、選定評価委員会の審査結果を踏まえて、優先交渉権者を決定します。最優秀提案

が２つ以上ある場合は、提案内容審査結果が最も高いものを最優秀提案とし、さらに同点

の場合は、くじにより優先交渉権者を決定します。 
 結果は応募者に通知するとともに、市のホームページにて公表します。 
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Ⅱ 審査方法 

１ 審査項目及び評価の視点 

審査項目、評価の視点及び配点は表１に示すとおりです。 

表１ 審査項目、評価の視点及び配点 
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２ 提案内容審査の得点化方法 

 
 
提案内容審査では、表１に示す審査項目ごとに、表２の A から E までの５段階で評価

を行い、次のとおり得点化（８００点満点）します。なお、得点は小数点第３位以下を切

り捨てます。 
表２ 評価の段階 

評価 評価内容 得点化 

A 特に優れている 配点×１．００ 
B 優れている 配点×０．７５ 
C 一定程度優れている 配点×０．５０ 
D 優れている点が少ない 配点×０．２５ 
E 要求水準を上回る提案がない 配点×０．００ 
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３ 提案価格審査 

提案価格審査の評価内容及び配点は表３に示すとおりです。なお、得点は小数点第３位

以下を切り捨てます。 
表３ 提案価格審査の評価内容及び配点 

審査項目 評価内容 配点 

貸付料 最も高い応募者を２００点とし、他の応募者については次の式

にて算定します。 
（応募者の貸付料÷最も高い応募者の貸付料）×２００点 

２００点 

合計 ２００点 
 

４ 総合評価 

提案内容審査及び提案価格審査の得点を合計して総合評価点とし、最優秀提案を選定

します。最優秀提案を行った者を最優秀提案者とします。 
表４ 審査項目及び総合評価点 

審査項目 配点 

提案内容審査 ８００．００  
提案価格審査 ２００．００  
総合評価点 １０００．００  

 


